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審査の結果の要旨 
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 中世後期の日中関係は日明の外交関係が大きな比重を占めていたが、本論文は日本国王

名義の外交使節である遣明使の明での活動の解明を通して、日明外交の新たな局面を明ら

かにしようとするものである。全体は７章から構成されている。 

 第一章「日本における遣明使節の準備過程と「役者」の人選」は、遣明使の中心

メンバーである「役者」が、明への渡航経験や交渉能力などによって選任され、進

貢物調達など遣明船派遣準備にも携わっていたことを明らかにする。 

 第二章「入明記からみる日本使者の中国における活動と職務の多様性」は、遣明

使の明現地での活動を分析し、朝貢儀礼に関わるもの・貿易活動に関わるもの・使

節団の処遇に関する明当局との折衝の三点にまとめる。 

 第三章「遣明使節と明官僚との文書往来」は、第二章で整理された諸活動を遂行

する過程で遣明使が明当局と授受した文書について、明朝の文書制度を参照しつつ、

それが明の公文書の様式に則ったものであり、明当局と遣明使との上下関係にもと

づくものであったことを明らかにする。 

 第四章「寧波における日本使節の貨物検査について」は、寧波で行なわれた「盤

験」と呼ばれる貨物検査が遣明使の持ち込んだ貿易品の品質検査であり、その結果

が明朝による公貿易額の算定に供されたとする。 

 第五章「天文八年の「大内氏」日本使節とその貿易活動」は、遣明使と中国商人

との私貿易の実態が「賖」とよばれる信用取引であったことを明らかにし、そうし

た取引のあり方がしばしばトラブルを招いたとする。 

第六章「浙江巡撫朱紈の遣明使節保護・統制策と「信票」の導入」は、第五章で

指摘された私貿易のトラブルを防ぐために、明当局が導入した「信票」発行制度を

解明する。 

第七章「日本の遣明使節と浙江巡撫朱紈」は、明朝の現地責任者は遣明使に関わ

るトラブルの原因を明官僚のモラル低下に認め、規律改善を図ったことを指摘する。 

以上のように、本論文は遣明使の活動、とくに明当局との折衝や彼らが携わった貿易の

実態を解明し、あわせて明側の対応も検討することによって、現地外交ともいうべき日明

外交の新たな局面を浮かび上がらせることに成功している。その際、制度（第四・六章）

と実態（第五・七章）の双方に丁寧に目配りされていることも説得力を高めている。史料

の解読や論文の構成に改善の余地は認められるものの、その積極的な姿勢は評価されるも

のであり、今後の研究の進展が期待される。総じて本論文が当該分野の研究に新たな一歩

を刻む独創的な成果であることは揺るがない。よって本審査委員会は、本論文を博士（文

学）の学位を授与するにふさわしい業績と判断するものである。 


